
佐賀県総合教育会議

令和７年７月18日

〔第３２回〕

・私立高校の授業料完全無償化を受けた公立高校のあり方
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高校授業料の無償化に関する動向
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平成22年度から公立高等学校の授業料が無償化され、私立高校の生徒には、就学支援金制度を創設。以降、制度の見直しがされてきた。

自由民主党、公明党、日本維新の会の三党合意における「いわゆる高校無償化」について、三党検討チームにて論点整理が行われている。

多くの生徒にとって、私立高校への進学がより大きな選択肢となる一方で、

公立高校への進学希望者が減少することが懸念される。

H22 制度創設

年収目安

支給上額額
（年間）

590万円 910万円

118,800円

396,000円

457,000円 H22

•私⽴⾼等学校等の⽣徒に、就学⽀援⾦制度を創設

•所得制限なし（年収約350万円未満世帯の場合は⽀給額を加算）

H26・R2

•（H26）私⽴⾼校等⽣徒への就学⽀援⾦の加算拡充（所得制限導入）

•（R2）私⽴⾼校等に通う年収約590万円未満世帯の⽣徒への加算を⼤幅に拡充

R７

•「いわゆる高校無償化」の先行措置として、令和７年度分について、全世帯を対象

とする支援金（11.88万円）の収入要件を撤廃

R8（議論中）

•所得制限を撤廃

•私立高校に通う生徒へ45.7万円を支給（全国授業料平均相当額）

350万円

いわゆる高校無償化

R 2拡充

R8 見直し検討

H26所得制限

270万円

178,200円

237,600円

297,000円

H22 制度創設

H26拡充

R7先行措置
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先行して独自の支援制度を設けている東京都、大阪府（令和６年度～）

授業料の無償化による私立高校の人気の高まりか。

令和７年度 都立高 一般入試（全日制）

 倍率 1.29倍 定員割れが増加

cf：令和６年度1.38倍、令和５年度1.37倍

◼ 都と国制度併せて、49万円を支給上限額に

◼ 所得制限なし

◼ 高校1.2.3年生が対象

◼ 府と国制度併せて、63万円を支給上限額に

◼ 所得制限なし

◼ R７は、高校2.3年生が対象（R6は３年生のみ）

大阪府東京都

令和７年度 府立高 一般入試（全日制）

 倍率 1.02倍 定員割れが増加

cf：令和６年度1.05倍、令和５年度1.13倍
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県立 私立 私立進学者数比率

県内高校在籍者数（１年生）の推移（各年 5月1日時点）

高等学校就学支援金制度変更も佐賀県でも影響あり？

高等学校就学支援金

支給上限額引き上げ（R2.4～）

高等学校就学支援金

所得制限導入（H26.4～）

高等学校就学支援金制度

開始（H22.4～）

（人）

私立在籍者数比率 4



唯一無二の誇り高き学校づくりプロジェクト

鹿島高校

卒業生によるキャリア教育
「旭ケ岡キャリア塾・ラボ」

唐津西高校

R6
地域探究進学コース
学際探究進学コース新設

有田工業高校

R3～「地域みらい留学」で
生徒を全国募集

R6
スポーツ科新設

佐賀東高校

魅力・強みを磨き上げ、県内外から選ばれる唯一無二の学校へ！

白石高校

地域のキーパーソンによる
「出張 山の会議（仮）」

伊万里高校

R7
MIRAI進学科新設

地域を盛り上げるアイデア
を生み出す起業家入門

牛津高校

NEXT
（次スライド）

5



91

209

R3 R7

唯一無二の学校づくりをさらに加速
R7以降の取組

唯一無二の誇り高き学校づくりプロジェクト

唐津青翔高校 ｅスポーツ学科新設（R8.4～)

神埼高校  こども教育進学コースの新設（R8.4～）

高校進学説明会の開催、隣県でのPR

唐津地区の寮 生活環境の充実
（R8～食堂の運営開始）

唐津青翔高校 交流拠点（寮）の整備
（R9完成予定）

移住イベントへの出展（大阪、東京）

県外入学者

 2.３倍に 増加
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県内専門高校の取組

セラミック科は全国で６校のみ

アクアポニックスによる

トラウトサーモン養殖

5年連続 100％達成！

令和６年度介護福祉士全員合格！有田工業

神埼清明

牛津

高志館
2001年～
恒例行事！

鳥栖工・佐賀工

3年生
受験

生徒主体でオンラインショッピング運営

唐津商業

全国でも珍しい
「家庭科」単独の高校

ファッションショー
自分たちで

制服をデザイン

R5

7

全国各地から
窯業後継者が集う

「窯ガチャカバー」制作
肥前やきもの園に贈呈

さがの未来を担う唯一無二の専門高校

オリジナル商品開発も

各種イベントで出店
企業と産学連携協定



公立高校の役割

✓ 教育機会の提供
・子どもたちが主体的に学びを選択できる機会の提供。
・地域バランスを考慮した配置。
（自宅から通える場所に学校がある）

✓ 教育の多様性確保
・生徒の多様なニーズに応じた学びの場の提供。

✓ 教育の質確保
・多様な現場経験を通じて指導力を磨いた教員による教育活動。
・充実した研修機会の確保。

✓ 地域との共生
・地元企業や自治体と連携し、地域コミュニティの活性化。
・地元への愛着形成による、地域社会の担い手育成。

地域に根ざした、学びの拠点として・・・
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白石

鹿島

太良

普通科

農業科

工業科

商業科

家庭科

総合学科

鳥栖

三養基
神埼

鳥栖工

鳥栖商
神埼清明

佐賀東
佐賀西

佐賀北

致遠館
小城

高志館

佐賀工

佐賀商

牛津

多久

唐津東

厳木

唐津青翔
唐津南

唐津工

唐津商

伊万里

武雄

伊万里実業

有田工業

唐津西

佐賀農業

嬉野
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私立高校の授業料完全無償化を受けて

これからの公立高校のあり方について意見交換いただきたい。
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